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参加者：２０名（うち女性５名） 

 

人が元気 

＜１ 結の心あふれる人づくり＞ 

・しもプロでの活動で公民館を利用。イベント企画、実施をしている。 

・公民館のサポートは十分。やっている側の年齢が上がる、家庭を持つといっ

た状況の変化があり、活動に参加しづらくなってくる。若い世代が入らない

と活動するには人手不足になっています。新しいメンバーが集まらないこと

が課題。 

＜５ 共に力を合わせるふるさとづくり＞ 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 女性は外の活動に参加しやすい環境か。 

・女性も仕事を持っていて、子育てしながらは難しい。 

・今の課題は核家族化。昔はおじいちゃん、おばあちゃんが面倒を見てくれて

いた。 

・大野はどうしても男文化。区長会には女性はいない。PTA に女性がいると場

違いに見られる。根深いものがある。 

・市長も女性になった。 

 

 

産業が元気 

＜１５ 幹線道路網の整備＞ 

・中部縦貫道は工事が進んでいるが、市民としては１５８号のバイパスを早く

完成させてほしい。福井市へ働きに出る人が多く、計石辺りで事故が起こる

と通行できなくなる。子育て世代は核家族化すると大野に家を建てないで福

井や坂井へ行ってしまう。政治家が活動をもっとしてほしい。市民の実感と

して工事が進んでいないと感じる。残り５キロが進まない。若者が流出して

しまう。 

・勝山は福井へのアクセスルートが複数ある。ラッシュ時の渋滞緩和を図って

時間的に短縮しないといけない。 

市 市議会を交えた期成同盟会による各種活動を行なっている。 

・実態としてどのようなことをしているかという情報が流れてこないことが問

題。努力しているが現状この様な問題があるといった情報発信をしていただ



下庄地区ワークショップ 

2019.8.1 

 2 / 7 

 

きたい。 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 会社の従業員で大野の方と結婚した方は、大野で子どもが出産でき

ないことを理由に福井に住むといっている。 

 

＜２９ 雇用の確保と働く環境の整備＞ 

・生涯現役の就労支援なんて介護をしながらは厳しい。「生涯現役」でなくても

よいようなことはできないか。「生涯現役」ということは困難。 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 人生１００年時代と言われている。最後の４０年はどのように暮ら

したいか。 

・最後の４０年を考えることはできない。お金の問題ではないが、明日の生活

も厳しい。生涯現役を目的に持たせるのはいかがかと思う。 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 周りに元気な人いらっしゃるか。 

・父親が楽しそう。外仕事も一緒に頑張ってくれている。イヤイヤでなく楽し

んでいる。手に職があることがよいのかも。 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 「人が元気」の分野で、どうやって子どもたちに職業的な能力を身

につけてもらうかということも考えるべきことかもしれない。 

 

 

自然が元気 

＜良好なふるさと景観の形成＞ 

・市内を配達の仕事で回っている。御清水など有名な湧水地はきれいだが、裁

判所の裏の新堀川は途中まではきれいだが、下の方はゴミがあったりして汚

い。観光客もよく通っており、どんなふうに感じているかなと思っている。

福井への新たなアクセス道にもなっている。 

・新堀清水はきれいに整備されているが、その下流にあたる部分、亀山へ向か

う橋が渡っている部分も汚い。 

市 新堀清水については観光客も来られるので、スポット的に整備をしている。

新堀川の場合は河川改修の話になり、なかなか進まない。新堀周辺の住民と

一緒に清掃活動をしていたが、最近は停滞しているのではないかという印象

を持っている。ゴミも観光客が捨てるものだけでなく、上流から流れてくる

ものもある。 

 

 



下庄地区ワークショップ 

2019.8.1 

 3 / 7 

 

＜３４ 次世代につなぐ持続可能な社会の形成＞ 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 間伐材、街路樹の枝を再利用してはと考えるが、大野市では間伐材

を木質バイオマス発電や、薪にしていると聞いた。このようなことをご存知

か。 

・間伐材が足りなくなっていてバイオマス発電用の資源が枯渇し始めていると

聞いたことがあるがいかがか。 

市 間伐材が足りなくなるかもと言われているが、現状足りないということは

ない。山に放置されている木が残っている状況。山から間伐材を持ってこれ

ないものもある。将来的に足りなくなる時代もくるかもしれないが、今の段

階では足りないということはない。 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ バイオマスにも色々な種類がある。 

 

 

行財政改革 

＜３５ 人口減少対策と地方創生の推進＞ 

・実際に人口が減少している。対策が不十分では。 

・市民総参加と言っているが、行政サイドで淡々と進んでいるように感じる。 

・大野市自体に魅力がない。大野市だけでなく人口が減少している自治体は全

てそう。鯖江は企業が来て活性化している。難しい問題。なんとか出て行く

人を食い止めなければならいが、どうすればよいという答えは分からない。 

・全体的に感じたことは、大野が人口減少対策と地方創生の推進に取り組むに

あたって大事なものが抜けている。高齢化が進んでいるのにその様な方への

施策が少ないように感じる。お年寄りの方にも応援してもらいたい。新しい

方が来られるということより、今いる方が出ていかないということも大事で

はないか。温故知新。何かよい方法がないかと思う。 

 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 評価できるところは評価し、課題があるところから目をそむけない

ことが大事。今後は今までと同じことをしていては現状維持でしかない。例

えば SDGs に取り組むということであれば全体がうまく循環し、あらゆる人

たちにとってどうなのかということを考えないといけない。 

皆さんで考えて行くことも大事。第六次総合計画できた後が重要。みなさん

から行政サイドにどんどん意見、提案を出すということが、クレームという
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ことではなく、大野市がよくなってほしいという思いがあるのでは。最終的

に方向性として市が示しているものに向かって、しっかり取り組んで行くこ

とが行政の責任かと思う。今日出てきた意見を反映し、次の世代につなげて

いけたらと思う。 

 

 

  

地区 WS のなかで意見集約の参考とするため、第五次大野市総合計画に掲載

されている３８の基本施策を用いて、普段の生活を通した『肌感覚』で、「満足・

賛成」「不満・反対」「提案・意見あり」のいずれに感じているかを、会場に設置

したシートにシールを貼っていただきました。 

内容を取りまとめた結果は以下のとおりです。 

※参加された方にシールを貼っていただいたものをまとめたものですので、 

地区全体の意見というわけではございません。また、参加された方が全ての

項目についてシールを貼られたものではございません。 
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１ 結の心あふれる人づくり 

２ 豊かな心を育てる文化力の育成 

３ 活力あふれるスポーツ社会の実現 

４ 福井しあわせ元気国体・福井しあわせ元気大会

の開催 

５ 共に力を合わせるふるさとづくり 

６ 高齢者の安全安心の確保と社会参加の促進 

７ 障害のある人への支援 

８ 子どもと子育て家庭への支援 

９ 保健予防と地域医療の推進 

１０ 共に支え合う地域福祉の推進 

１１ 災害に強いまちづくりの推進 

１２ 防災・消防基盤の整備 

１３ 犯罪、事故、消費者被害がないまちづくりの

推進 

人が元気 

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり 
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１４ 中部縦貫自動車道の整備促進 

１５ 幹線道路網の整備 

１６ 人にやさしい道路環境の創出 

１７ 快適な生活関連の基盤整備 

１８ 快適な住宅の整備 

１９ 高度情報化の推進 

２０ 公共交通手段の確保 

２１ 雪に強いまちづくり 

２２ 越前おおのブランド戦略の推進 

２３ 越前おおの型農業の推進 

２４ 森林整備の推進と持続可能な林業の 

振興 

２５ 中心市街地の活性化 

２６ 戦略的な観光の推進 

２７ 地域間交流の推進 

２８ 定住の促進 

２９ 雇用の確保と働く環境の整備 

産業が元気 

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり 
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３０ 地下水の保全と湧水文化の再生 

３１ 豊かな自然環境の保全と創出 

３２ 快適な生活環境の保全 

３３ 良好なふるさと景観の形成 

３４ 次世代につなぐ持続可能な社会の形成 

自然が元気 

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり 
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３５ 人口減少対策と地方創生の推進 

３６ 市民総参加・協働型の市政の推進 

３７ 情報化社会に対応した市政の推進 

３８ 健全な行財政の推進 

行財政改革 

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり 
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